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自己紹介

事務連絡

講義について

目標

講義のすすめかた

評価方法

アンケート
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Who am I ?
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1993

NTT マルチメディア共同
利用プロジェクト

実時間映像通信(5)

ネットワークの見える化（クロスレイヤ）
[CMU との共同研究](4)

産業技術総合研究所

アジア太平洋先端研究ネットワーク APAN 運用、米

国学術ネットワーク計測(3)

量子化学

(1) K. Kobayashi et al., “RTP Payload Format for DV (IEC 61834) Video,” RFC 6469, 2012
(2) K. Kobayashi, “Flexible arrays of inexpensive network (FAIN): toward global parallelism in the internet to satisfy future traffic 

growth,” ACM ReArch, 2008
(3) Z. Shu and Katsushi Kobayashi, “Rtanaly: a system to detect and measure IGP routing changes,” IEEE IPOM, 2005
(4) K. Nakauchi and K. Kobayashi, “An explicit router feedback framework for high bandwidth-delay product networks,” COMNET, 

2007
(5) K. Kobayashi, “Design and Implementation of Firewire device driver on FreeBSD,” USENIX ATEC 99

情報通信研究機構
（通信総合研究所）

電気通信大学

1998

2006

理化学研究所
計算科学研究機構

FAIN: スケーラブルな並列ネットワ
ークアーキテクチャ(2)

アクセス網のクラ
ウド化 東京大学

情報理工学研究科標準化(1)

ネットワーク遅延制御に関
する研究開発

「京」の対外ネットワーク
HPCI の技術調整

2010

2013
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受講者の環境調査(その１)

• コンピュータ環境について教えてください

1.個人で使えるコンピュータ環境はない、ECCS を使っている。

2.自宅に家族で共有しているコンピュータ環境がある

3.自宅に自身が占有的に使用するコンピュータ環境がある

4.ラップトップコンピュータを持っているが、大学には持ち込まない

5.ラップトップコンピュータを持っている、大学に持ってくる
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環境準備

• Google Classroom の登録

• Git の install(*)

• GitHub のアカウント取得

• (可能であれば)GitHub Classroom の登録

• Python 3.x 環境の整備(*)

(*)自身の PC  を使う場合
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受講者の環境調査(その２)

• バージョン管理システム git の経験について教えてください

1.git がどういうものかしらない

2.git をつかったことはあるが GitHub については知らない

3.GitHub アカウントを持っているがレポジトリは持っていない

4.GitHub アカウントを持っている、個人のレポジトリも持っている
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Git の install

• MacOS : default で入っている

• Linux : パッケージから導入済み or できる（はず）

• Windows : 

• https://git-scm.com からダウンロード、インストール
する。

• 設定などは標準のままで良い。

• 終了後 Git Bash を起動して、コマンドプロンプトから
以下を実行、バージョンが表示されるはず:

$ git version
git version 2.16.2.windows.1
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GitHub のアカウント取得

• 資料配布・課題提出は GitHub を利用する。

• GitHub アカウントを持っていない学生は account を作成
すること。

1.GitHub にアクセス：
https://github.com

2.Sign up を選択、ユーザ名、パスワード、e-mail アドレスな
どを登録する。
Free Plan を選択すること

3.e-mail アドレスは u-tokyo.ac.jp 以下のアドレス、例えば
ECCS クラウドメールを使うと良い。

4.電子メールアドレスの検証が行われた後、利用可能にな
る
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GitHub 学生向けディスカウントに
ついて（参考）

• 希望するものは以下のサイトから学生
向けディスカウントに応募しても良い。

• GitHub Education : 
https://education.github.com

• 無制限の非公開レポジトリを作成で
きる 7USD/month 相当のプランが無
償になる
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GitHub Classroom 
への登録

• GitHub の登録が終わったら…

1.講義ページのお知らせページ
『第1回の課題でアクセスする GitHub Classroom の URL』
のリンクをクリック

2.課題を Accept するかどうか聞かれるので、Accept する (
右上)

3.“Your assignment has been created here: ”以降にアクセ
スしてみる

4.自身の GitHub レポジトリにアクセスできる。(右下)

5.メールが飛ぶので Accept するようにしてください。

以降の操作は次回に説明します。
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Python 3.x 環境の整備

• 講義の前半では Python / jupyter 
notebook を利用します。

• 自身の PC で参加する方は、インストール
しておいてください。
Anaconda での導入を推奨します：
https://www.anaconda.com

• Python 3.x, 64bits を install すること

• MacOS の標準は Python 2.7 なので
3.x は導入が必要です。

12

UTokyo Online Education Education コンピュータシステム概論 2018 小林克志 CC BY-NC-ND

© Copyright 2018 Anaconda, Inc. All Rights Reserved.

https://www.anaconda.com


Python 3.x 環境の整備(続き)

• Anaconda Navigator を起動

• Windows : Start -> Anaconda3 -> Anaconda 
Navigator

• Mac: Application -> Anaconda3

• Web ブラウザ画面が立ち上がり、Jupyter-notebook
の動作が確認できれば OK（下図）。

• 講義時間中にインストールが完了しなければ、あと
で確認してください。
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講義の背景・考え

• 背景：「コンピュータシステム概論」は後期教養科目とし
て 2018 年度より開始

• 考え：（情報系以外を専門とする層にとって）習得すべき
コンピュータシステムの知識を効果的に学ぶ

• 制約：体系的な学習はリソースから不可能
自身の専門で学ぶべき、習得すべき内容も多い
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講義のアプローチ

• アウトカム指向：コンピュータシステムをどれだけ理解するかではなく、それ
を使った課題解決の方を重視

• CS (Computer Science)専門家からみて多少泥臭くても、問題を解決でき
る方が価値は高い

• 実践を通じた学習：座学だけではなく実際のシステムを使って理解する

• 実践にはスキルの習得は必須だが、講義で学ぶスキルは 10 年後には
役にたたないので、講義終了後はスキルは忘れてよい

• コンピュータシステムの知識は忘れて欲しくないが…
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講義の目標

• シラバス「目標・概要」より
“コンピュータシステムを利用した情報サービスの知識はあらゆ
る分野で求められている。本講義では、情報サービスの提供に
必要な知識・スキルに加えてそれらの獲得方法を学ぶ。具体的
には、Web サービスの提供を想定し、その実現に必要な知識・
技術を解説する。併せて、具体的なサービス構築を通じ知識・技
術の活用に加え、それらの獲得方法を実践的に体得する。
課題発表の時間に学生が設計・構築したサービスのデモをおこ
ない、学生同士で評価する。”
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Web サービスの実現に
必要な知識・技術…

• システム基盤（ハード・ソフト）
Amazon Web Services (AWS), Linux

• サービス開発

• プログラミング言語

• Python

• ソフトウェア開発基盤

• Git, GitHub

• Web フレームワーク

• Flask

• システム運用

• ……
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知識・技術の….獲得方法を実践
的に体得する

• 必要に応じて知識・技術を（自身で）学び、その場で実
践する
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実践指向のコンピュータシステ
ムは教養なのか？

• “リベラルアーツとは、人間が独立した
自由な人格であるために身につけるべ
き学芸のことを指す。”

➡体系的でなくて良いのか？

• 海外の事例：

• Harvard CS50
学部１年生むけ、半年間
ASCII コードから Hackathon まで
Yale, Stanford でも開講

19
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講義計画
- シラバスより

シラバスより

1. 導入、ソフトウェア構成管理

2. プログラミング(1) - Python プログラミング

3. プログラミング(2) - 可視化

4. プログラミング(3) - データ処理

5. 計算機システム

6. ネットワーク・クラウドコンピューティング

7. サーバ管理

8. Web サービス(1) - 通信方式

9. セキュリティ

10. Web サービス(2) - フレームワーク

11. 開発課題の検討

12. 課題発表(1)

13. 課題発表(2)

最新

1.導入

2.ソフトウェア構成管理・jupyter-notebook

3.プログラミング(1) - 可視化

4.プログラミング(2) - データ処理

5.プログラミング(3) - データ処理 2

6.計算機システム

7.ネットワーク・クラウドコンピューティング

8.Web サービス(1) - 通信方式

9.セキュリティ、公開鍵基盤

10.Web サービス(2) - フレームワーク

11.開発課題の検討

12.課題発表(1)

13.課題発表(1)
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評価方法…その前に
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Have you seen ?
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“The Project Management Tree Swing Cartoon, Past and Present”
http://www.projectcartoon.com/about/
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講義について

• 背景・考え

• アプローチ

• 評価方法
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